
●このたびは、ＴＡＣ建築士講座編「建築基準関係法令集」をお買い求めいただき、誠にありがとうござい
ます。 

●この法令集の最大の特長は、建築士試験の出題の大部分を占める「建築基準法、建築士法など」の
Vol．１と、「それ以外」のVol．２の２冊に分解できる「セパレート形式」を採用している点です。 講義や
学習の大部分も、このVol．１のほうを使います。したがって、法令集の半分だけを持ち歩けばよいので
、圧倒的に使いやすくなっています。 

●それでは、「ＴＡＣ建築士講座」から、建築士受験用「特製インデックスシール」の効率的な貼り方と使い
方について説明させていただきます。 
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●はじめにインデックスの必要性をしっかり理解していただきたいと思います。 

●１級建築士の本試験では、「法規」の科目は、１時間45分で30問出題されます。 

 １問当たりでは3分30秒になります。  

 ４枝択一ですから１設問枝当たりにすると50秒程度しかありません。 

 したがって、「法規」は、時間との勝負になります。 これは２級建築士でもまったく同じです。 

●この短い時間の中で、最短時間で条文にたどり着くためには、インデックスが必要不可欠なのです。 
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●「建築基準関係法令集」と「特製インデックスシール」をご用意ください。 

●インデックスの中には、２級建築士試験用には貼らなくてよいシールもあります。貼り方の
最後のところで説明しますので、それを確認してから貼ってください。 
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●法令集の奇数ページには右辺に11行、上辺に8列のガイドラインが印刷されています。 

●また、インデックスを貼りやすくするため、行番号、列番号も印刷されています。 
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●インデックスには「貼る行」、「ページ数（奇数）」、「条文番号」が印刷されています。 
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●インデックスは、原則として、「貼る行」のとおりにレイアウトされています。 
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●定められた「ページ数（奇数）」の「貼る行」にインデックスを貼り付けます。 

●法令集のガイドラインにインデックスの上端をそろえて貼り付けます。 
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●例外として、「貼る行」の番号が赤字で印刷されているインデックスについては、インデック
スの行と「貼る行」が異なりますので、注意して所定の行に貼ってください。 
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●インデックスの一番右の２列分は、上辺に貼るシールとなっています。90度回転して見てく
ださい。 

●上辺のインデックスは、見つけにくい用語を五十音順に検索するためのものです。 
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●法令集の上辺には８列のガイドラインと列番号が印刷されています。 

●所定の「ページ数（奇数）」から 「条文番号」が見えるように貼り付けます。  

 ここを特に注意してください。すなわち、条文番号が下、ページ数が上になるように貼り付
けて、折ります。 

●ガイドラインに「インデックス」の左端をそろえて貼り付けます。 
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●最初は、①列、②列、⑧列のインデックスはありません。 

●③列は「か行」、④列と⑤列は「さ行」、⑥列は「た行」、⑦列は「は行」の「インデックス」とな
っていますので、学習を進めながら、皆さん自身が見つけにくい用語のインデックスを五
十音順に追加していきましょう。 
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●使い方としては、インデックスは奇数ページで確認します。 

●例えば「確認申請」のインデックスは15ページに貼ってあります。 インデックスに「法６条」
と書いてありますので、14ページと15ページの中から「法６条」を見つけます。 
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●インデックスの中には、２級建築士試験用には貼らなくてよいシールもあります。 

●別紙 『２級建築士試験用には貼らなくてよいシール』 で×印が付いているものになります
ので、それらを除いて貼ってください。 

13 



●学習を進めていく過程で、必要なインデックスを追加したり、不要なインデックスを外したり
しながら、皆さん自身が使いやすいように法令集をオリジナルでカスタマイズしていくこと
が大切です。 

●そのために、残ったシールは取っておきましょう！ 
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●ここからは、インデックスの使い方です。 

●「従来型のインデックスは重なって見にくい」と言われます。ＴＡＣ建築士講座では、それを解消すること
を第一にこの特製インデックスを開発しました。 

●一例として、①行の中から建築基準法の「２章 単体規定」を見つけて開いてください。そうすると「２章 
単体規定」に関するインデックスすべてが重ならずに１列に見渡せます。 

●建築基準法「３章 集団規定」や、建築基準法施行令「２章 一般構造」、「３章 構造強度」なども見てみて
ください。 
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●インデックスの色分けはこのようになっています。 

16 



●２つ目の特徴として、見つけにくい用語を上辺のインデックスで五十音順に検索できるよう
にしました。 

●例えば建築士試験で頻出の「児童福祉施設等」などをすばやく見つけることができます。 

●学習を進めながら、ご自身が見つけにくい用語のインデックスを五十音順に追加していき
ましょう。 
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●３つ目の特徴として、関連する「法」と「令」は、できるだけ同じ行に平行に配置されていま
す。 

●例えば「法６条 確認申請」では、規則３条の２の「軽微な変更」を見なければならないとき
がありますが、それらのインデックスは同じ行に配置されています。 
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●その他にも、関連する建築基準法と施行令は、できるだけ同じ行にそろえていますので、
「法」から「令」を探すのが格段にスピードアップします！ 

★ 最後に ★ 

●近年の「法規」の問題はスピードが命です。 
●このインデックスをフル活用して、皆さんが建築士試験に見事合格されることを心よりお祈
りしています。 

ＴＡＣ建築士講座 一同 
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